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第３章　粘性土の耐侵॒性と河岸侵॒量の評価方法
概　　要
　河道を構成する土砂は，೪粘性土と粘性土に大きく区分できる．これらの土砂の流送量を定
量的に評価し，その結果として生じる河道形状の様々な変化を予測することは，川づくりにお
ける基礎的な検討項目の一つである．掃流砂量式に代表される೪粘性土の流送に関する知見は，
河床変動の予測をはじめとして実務において既に広く活用されている．しかし，粘性土に関し
ては，これまでに多くの研究が行われていながら，実務において対象とする多様な河畔堆積物
に広く適用可能な評価法が確立されていないのが現状である．そのため，例えば粘性土からな
る河岸の侵॒について定量的予測が困難であり，河岸侵॒に֬因する堤ේ被災のේ止に関わる
河岸ේ܅ڐ画の検討にあたって技術的な制約となっている．
　本研究では，洪水時に相当するݗ速流によって河岸，ݗ水敷および堤ේが侵॒される場合を
対象とした，粘性土の侵॒速度の評価法を侵॒実験結果に基づいて提案する．ここで，「ݗ速
流」とわざわざ断ったのは，粘性土が低流速でも徐々に侵॒されることが知られており，その
侵॒現象がݗ流速の場合とは異なる可能性があることを考慮したためである．さらに，実務に
適用可能な評価法の提案を目指して，ݗ水敷および堤ේのり面から不撹乱で採取した粘性土や，
築堤工法を想定して作成した人工盛土を供ࠟ体として侵॒実験を行った．さらに，粘性土の侵
॒現象について力学的に考察を行い，評価法の合理性について検討するとともに，侵॒過程を
力学的モデルによって説明するための着目点，主に侵॒面から離脱する土塊の大きさと粘性土
の土ࡐ特性との関係についてۗ及している．
　次に提案した評価法の応用例として，粘性土からなる河岸の側方侵॒量の予測をࠟみた．米
代川において河岸侵॒の現地観測を行うとともに，その再現ڐ算を実施したところ，砂礫層上
に形成された一見すると一様な粘性土河岸であっても場所的に耐侵॒性が異なっており，その
ような耐侵॒性の場所的変化を考慮しないと，観測結果と良好に一致する再現ڐ算が行えない
ことを示した．以上の結果から，粘性土河岸の侵॒量予測技術は耐侵॒性の場所的変化を考慮
できる枠組みにすることが重要であり，その実現のための今後のӀ題として，耐侵॒性が異な
る೪一様な河岸土ࡐの調査方法とその結果を用いた侵॒量ڐ算手法の開発が重要であるとの考
察を行っている．
